
日本共産党高槻市会議員団　市政資料　　NO.545 ホームページアドレスhttp://www.jcp-takatuki.jp  Eメールアドレス shigidan@jcp-takatuki.jp （1）　2025.８.８

出町ゆかり
693-1800

　

７
月
20
日
に
投
開
票
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
、
日
本
共

産
党
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
比
例
代
表
選
挙
で
得
票

で
２
８
６
万
４
千
票
（
得
票
率
４
．
84
％
）
に
と
ど
ま
り
、

改
選
４
議
席
か
ら
２
議
席
へ
の
後
退
と
な
り
ま
し
た
。
選

挙
区
で
は
、
東
京
選
挙
区
で
、
吉
良
よ
し
子
候
補
の
３
選

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、京
都
選
挙
区
、

埼
玉
選
挙
区
で
激
戦
に
競
り
勝
て
ず
、
現
有
議
席
を
失
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪
選
挙
区
の
清
水
た
だ
し
候
補

の
勝
利
を
目
指
し
、22
万
３
２
９
１
票（
得
票
率
５
．
３
％
）

を
託
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
議
席
に
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ご
期
待
に
こ
た
え
る
結
果
が
出
せ
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
消
費
税
の
減
税
、
賃
上
げ
で
暮
ら
し

応
援
、
医
療
費
削
減
ス
ト
ッ
プ
、
カ
ジ
ノ
中
止
な
ど
、
要

求
に
根
差
し
た
運
動
を
広
げ
、
訴
え
て
き
た

公
約
の
実
現
に
引
き
続
き
全
力
を
あ
げ
ま

す
。
同
時
に
差
別
と
分
断
を
あ
お
る
排
外
主

義
の
流
れ
を
と
め
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。

　

田
能
線
を
は
じ
め
と
し
た
山
間
部
の
３
路
線
は
、
駅
か
ら
一
定

区
間
を
超
え
る
と
極
端
に
利
用
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

乗
り
合
い
バ
ス
輸
送
だ
け
で
な
く
、
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
各
地
域

に
適
し
た
交
通
手
段
の
検
討
が
必
要
な
路
線
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
樫
田
地
域
の
住
民
か
ら
樫
田
地
域
内
を
循
環
で
き
る
公

共
交
通
の
運
行
を
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
住
民
と
意
見
交

換
を
行
い
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運
行
を
今
年
11
月
１
日
か
ら

開
始
す
る
予
定
で
す
。
事
業
主
体
は
高
槻
市
。
運
営
主
体
は
民
間

タ
ク
シ
ー
事
業
者
。
対
象
区
間
は
原
大
橋
以
北
の
バ
ス
停
留
所
で

す
。
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運

行
に
伴
い
、
市
営
バ
ス
に
よ
る

運
行
は
樫
田
校
前
〜
二
料
、
田

能
〜
杉
生
、
中
畑
回
転
場
は
路

線
の
休
止
を
行
い
ま
す
が
、
樫

田
小
学
校
（
高
槻
市
域
か
ら
通

え
る
特
認
校
）
に
児
童
が
通
学

で
必
要
な
平
日
往
復
３
便
は
市

営
バ
ス
に
よ
る
路
線
定
期
運
行

を
継
続
す
る
計
画
で
す
。

高
槻
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

高
槻
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

参
議
院
選
挙
の
結
果

　

７
月
９
日
に
地
域
公
共
交
通
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
中

に
改
定
さ
れ
る
「
高
槻
市
総
合
交
通
戦
略
」
に
つ
い
て
話
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

高
槻
市
地
域
公
共
交
通
戦
略
は
「
快
適
な
日
常
生
活
を
支
え
る

交
通
」、「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
支
え
る
交
通
」、「
安
全
・
安
心
な

都
市
を
さ
さ
え
る
交
通
」
を
基
本
方
針
に
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
道
路
な
ど
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
交
通
政
策
に
つ

い
て
の
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
計
画
素

案
を
作
成
し
、
今
年
11
月
頃
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。
今
回
の
協
議
会
で
は
評
価
指
標
と
数
値
目
標
、

施
策
・
事
業
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
の
市
営
バ
ス

の
市
民
一
人
当
た
り
の
利
用
回
数
は
49
．
５
回
で
、
前
年
度
よ
り

２
．
６
回
増
で
、
目
標
は
「
現
状
維
持
」。
都
市
計
画
道
路
の
整
備

率
は
68
．３
％
で
、前
年
度
よ
り
０
．６
％
の
増
。中
心
市
街
地（
高

槻
駅
周
辺
部
３
地
点
）
の
平
日
・
休
日
の
平
均
歩
行
者
交
通
量
は

１
日
７
万
４
２
８
２
人
で
、
前
年
度
よ
り
４
，
６
９
４
人
の
増
で
、

目
標
は
ど
ち
ら
も
「
増
加
」
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
中
村
議
員
は
「
市
民
意
識
調
査
で
タ

ク
シ
ー
が
、
な
か
な
か
つ
か
ま
ら
な
い
」「
タ
ク
シ
ー
ア
プ
リ
で

タ
ク
シ
ー
を
呼
び
た
い
が
呼
べ
な
い
」
と
の
声
を
紹
介
し
、
ア
プ

リ
の
使
い
方
を
出
前
講
座
な
ど
で
周
知
す
る
こ
と
な
ど
求
め
て
い

ま
し
た
。
施
策
・
事
業
案
に
、「
高
齢
者
向
け
タ
ク
シ
ー
配
車
ア

プ
リ
の
使
い
方
講
座
の
実
施
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
回

10
月
開
催
の
協
議
会
で
は
「
推
進
体
制
・
計
画
改
善
の
プ
ロ
セ
ス

等
」
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

日
本
共
産
党　
比
例
２
議
席
、

東
京
選
挙
区
１
議
席　
全
体
で
３
議
席

樫
田
地
域
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
証
運
行
に
伴
う
乗
り
合
い
バ
ス
に
つ
い
て

　

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
運
行
す

る
地
域
公
共
交
通
の
こ
と
で
す
。
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
よ
う

に
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
や
時
刻
表
で
運
行
す

る
の
で
は
な
く
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
運

行
経
路
や
時
刻
を
調
整
し
ま
す
。
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高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
乗
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
欠
か
せ
な
い
計
画
書
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
つ
く
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
不
足
が
深
刻
で
す
。
国
は
昨
年
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
１

人
が
担
当
で
き
る
件
数
の
上
限
を
月
39
件
か
ら
44
件
へ
と
緩
和
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
業
務
の
過
密
化
に
苦
し
む
現
場
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
は
、
基
準
緩
和
で
は
な
く
、
担
い
手
を
増
や
す
支
援

を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
給
料
は
介
護
報
酬
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
市
の
委
託
料
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
所
に
支
払

わ
れ
る
介
護
報
酬
は
、
利
用
者
の
要
介
護
度
や
利
用
者
の
受
け
入

れ
件
数
に
応
じ
て
決
ま
る
仕
組
み
で
す
。
高
槻
市
の
居
宅
支
援
事

業
所
の
法
人
数
は
82
法
人
で
す
。
担
当
件
数
上
限
の
44
件
を
超
え

て
受
け
入
れ
た
場
合
は
報
酬
が
減
ら
さ
れ
ま
す
。
44
件
を
超
え
て

い
る
事
業
所
は
今
年
３
月
時
点
で
４
事
業
所
（
４
．
９
％
）
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
身
寄
り
の
な
い
一
人
暮
ら
し
の
人
も
多
く
な
り
、
入
院

準
備
、
役
所
の
手
続
き
、
ヘ
ル
パ
ー
に
依
頼
で
き
な
い
買
い
物
な

ど
、
介
護
保
険
制
度
で
は
評
価
さ
れ
な
い
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
と
い

わ
れ
る
「
無
報
酬
労
働
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

利
用
者
の
困
り
ご
と
を
把
握
す
る
の
は
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
の

大
切
な
役
割
で
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
手
不
足
や
シ
ャ
ド
ー

ワ
ー
ク
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
高
槻
市
は
「
給
与
水

被
爆
８
０
年　
核
廃
絶
へ

日
本
被
団
協・日
本
原
水
協・原
水
禁

初
の
共
同
ア
ピ
ー
ル

　

７
月
16
日
に
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
き
よ
た

議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
の
要
介
護
認
定
率
は

21
．
０
％
（
国
19
．
７
％
、府
24
．
３
％
：
注
、国
・
府
は
暫
定
値
）。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
割
合
は
54
．
９
％
で
、
限
度
額
に
対
し
て
半

分
程
度
の
利
用
で
す
。
要
介
護
状
態
区
分
が
高
く
な
る
に
し
た

が
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
度
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
要
支
援
１

で
は
26
．
８
％

に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
介
護

費
用
の
負
担
の

重
さ
か
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
控
え
る
声

が
聞
か
れ
ま

す
。

　

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
と
原
水
爆

禁
止
日
本
協
議
会
（
日
本
原
水
協
）、
原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会

議
（
原
水
禁
）
は
８
月
23
日
、
被
爆
80
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
国
民
的
な
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
る
三
者

初
の
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
は
、
原
水
爆
禁
止
を
求
め
る
被
爆
者
を
先
頭
と
す
る

市
民
運
動
と
国
際
社
会
の
う
ね
り
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を
生
み
出

し
、「
希
望
の
光
」
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
核
保
有
国
に
核
兵

器
廃
絶
の
決
断
を
、
日
本
政
府
に
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求

め
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
違
い
を
こ
え
、
被
爆
の
実
相
を

受
け
継
ぎ
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
日
本
と
世
界
で
訴
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と
述
べ
、
被
爆
の
実
相
を
広
げ
る
運
動
を
全
国
で
繰
り

広
げ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
発
効
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
批
准
国
が
２

０
２
４
年
９
月
24
日
現
在
で
73
カ
国
と
な
り
、
署
名
国
は
94
と
国

連
加
盟
国
の
半
数
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
激
動
の
時
代

に
お
け
る
希
望
の
光
」（
第
３
回
締
結
国
会
議
・
政
治
宣
言
）
で
す
。

日
本
で
も
、
世
界
で
も
非
核
・
平
和
の
流
れ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

草
の
根
か
ら
の
運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
で
も
平
和
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
高
槻
市
と

し
て
、毎
年
、「
平
和
展
」
を
開
催
。
ま
た
、子
ど
も
と
考
え
る
「
戦

争
と
平
和
」
展
ｉ
ｎ
高
槻
・
島
本
実
行
委
員
会
主
催
で
８
月
９
日

〜
12
日
に
展
示
な
ど
の
催
し
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

ケ
ア
マ
ネ
不
足
に
つ
い
て

準
が
低
い
こ
と
や
資
格
取
得
の
難
し
さ
な
ど
の
要
因
も
あ
り
、
事

業
所
か
ら
も
人
手
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
、
処
遇
改
善

や
就
業
環
境
の
改
善
を
国
に
要
望
し
て
い
る
」
と
こ
た
え
、
シ
ャ

ド
ー
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
「
国
の
検
討
会
の
資
料
で
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
本
来
業
務
で
な
い
、
時
間
外
相
談
や
家
族
介
護
者
本

人
に
対
す
る
相
談
、
入
院
・
通
院
時
の
付
き
添
い
・
送
迎
、
介
護

保
険
制
度
以
外
の
行
政
へ
の
手
続
き
や
申
請
の
代
行
・
支
援
な
ど

に
対
応
し
て
い
る
。
発
生
頻
度
は
多
く
な
い
が
、
発
生
し
た
場
合

は
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
」
と
こ
た
え
ま

し
た
。
業
務
の
過
密
化
は
利
用
者
１
人
ひ
と
り
に
十
分
な
対
応
が

で
き
な
い
と
い
う
状
況
を
作
り
出
し
ま
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
高
槻
市
で
の
実
態
を
十
分
に
把
握
し
て
、
国

の
責
任
で
人
員
・
体
制
の
構
築
を
図
る
よ
う
意
見
を
あ
げ
て
欲
し

い
」
と
求
め
ま
し
た
。

要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
　　合計

26.8％
23.3％
41.6％
56.2％
60.6％
68.1％
78.2％
54.9％

21.0％ 20.4％

25.7％
21.1％
42.3％
52.5％
58.6％
67.1％
72.1％
52.7％

2024年度
年間平均

2023年度
年間平均

2024年度 2023年度
要介護認定率

居宅サービス利用割合
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